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SBT ネ ットワーク (SBTN) は 、 生 物 多 様 性 、 気 候 、 淡 水 、 土 地 、 海 
洋 と いっ た 自然 の あら ゆる 側面 を 対象 に 統合 し た SBTs へ の 最初 
の 一 歩 と し て 、Science Based Targets(SBTs) for nature に 
関す る 初期 ガイ ダン ス を 一 般 に 公開 し ます (2022 年 予定 )。 本 ガ 
イダ ンス は 草案 段階 の 内 容 で あり 、2020 年 9 月 時 点 で パブ リッ ク 
コン サル テー ショ ン の た め に 公開 し て いま す 。 


この ガイ ダン ス で は 以下 の 問い に お 答え し ます 。 
・ SBT と は 

・ な ぜ SBTs が 重要 で ある の か 

・ SBT が どの よう に 機能 する の か 


こと の ガイ ダン ス は 、 企 業 が 直ちに 講じ る こと が 可能 な 措置 に つい 
て も 特定 し 、 私 た ち が 直 面 する 課題 の 緊急 性 に 整合 し た "後悔 の 
な い " 行 動 を 可能 に し ます 。 


な ぜ 自 然 SBTs な の か 


現在 、GDP の 半分 以上 を 生み 出し て いる 経済 活動 に 
対し 、 自 然 の 喪失 は 直接 的 な 脅威 を 引き 起こ し て い 
ます 。 毎 年 、 生 態 系 は 40 兆 米ドル (世界 の 総 GDP の 
約 半 分 ) 以上 の 価値 と し て 推定 され る サー ビス を 提 
供し て いま す 。 地 域 レ ベル お よび 世界 レベ ル で の 景 
観 改 変 や 汚染 と いっ た 自然 へ の 圧力 は 、 生 熊 系 の 機 
能 を 低下 させ 、 結 果 的 に 人 と 人 以外 の 生物 の 幸福 を 
支え る 能力 を も 低下 させ ます 。 こ の こと を 企業 は 気 づ 
きつ つ あ り ま す 。 生 物 多 様 性 の 損失 は 気候 変動 や 水 
不足 と と も に 、 最 も 重要 で 最も 蓋然性 が 高い ビジ ネ 
スリ スク の 一 つと し て 急速 に 認識 が 高まっ て いま す 。 
企業 の 経営 者 た ち は 、『 従 来 通り の ビジ ネス (BAU)」 
に 関連 する 活動 が 自然 の 喪失 を 助長 し て お り 、 ビ ジ 
ネス の 手法 を 変え な く て は な ら な いと 知っ て いま す 。 


この 変化 は 複数 の 方 法 で 複数 の レベ ル に お いて 実 
施さ れ な く て は な り ま せん 。 企 業 に と っ て 重要 な 疑問 
は 、 こ れ ま で の ビジ ネス を どの よう に 変化 させ 、 ま た 
どの 程度 まで 変化 させ る 必要 が ある の か と いう こ 
で す 。 科学 に 基づく 目標 設定 (SBT) は その 答え を 提 
供 す べ く 設 計 さ れ て いま す 。 


科学 に 基づく 目標 イニ シア チ ブ (SBTi) は 、 既 に 企業 
が 野心 的 な 気候 変動 に 関す る SBT を 設定 し 、 企 業 の 
温室 効果 ガス (GHG) 排出 量 を 削減 で きる よう な 手 
助け を し て いま す 。 こ れ に より 世界 中 の 排出 量 が 削 
減 さ れ 、 気 候 変動 政策 の 野心 に お ける 正 の フィ ー ド 
バッ ク の 循環 を 加速 さす る こと が で きま す 。 ( 図 ES1 ) 


気候 変動 の み の 取り 組み か ら 、 自 然 の 喪失 と 気候 変 
動 の 両方 へ の 取り 組み へ と SBTs の 視野 を 広げ る こ 
と で 、 私 た ち は こ れ ら 2 つの 根幹 で 結び つい た 課題 に 
つい て の 公共 セク ター、 民 間 セ クタ ー の 行動 間 の シ 
ナジ ー を 促進 させ る こと が で きま す 。 ど ちら の 課題 に 
つい て も 、 も う 一 方 の 課題 へ の 行動 が な けれ ば 解決 
する こと は で き な い の で す 。 


企業 に と っ て 、SBTs は 以下 の 点 で 役立ち ます 。 

・ 規制 や 政策 の 変化 を 先取 りす る 。 

・ 消費 者 ・ 従 業 員 ・ 社 会 か ら の 評価 を 高め る 。 

・ 投資 家 ・ 親 会 社 ・ 子 会 社 ・ そ の 他 ス テー ク ホ ル ダ 
ー か ら の 信頼 を 高め る 。 

・ 地球 に と っ て も ビジ ネス に と っ て も 、 望 まし い イ ノ 
ベー ショ ン を 促進 する 。 

・ 他 の ステ ー ク ホル ダー と の 協 働 の 機会 を 開く 。 

・ 中 長期 的 な 収益 性 を 向上 させ る 。 


国家 の 政策 企業 ・ 都 市 の 行動 


気候 に 対す る 
野心 ルー プ 


自然 に 対す る 
野心 の ルー プ 


自然 


度 ES7.7 正 然 , と 7 気候 (変動 /, を 紹 み 合わ せ た 野 心 の ルー 
プ は 、 気 師 変 動 と 魏 然 の 両方 に 対し て より 力強い 政策 や 箕 
発 的 活動 を まとめ て 生み 貞 し ます 。 こ れ な 気候 に 対す る 野 
心 ルー プ を 参照 し まし た 。/r77ps://a7mD7 が on/oop.or9 と 
の 図 で は 気候 と 上 自然 を 異な る 課題 と し て 上 大 っ て いま す が 、 
生物 物理 学 的 、 政 治 的 、 そ し て 経済 的 に 密 謙 に 閣 連 し て い 
まみ 。 
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自然 SBTs(SBTs for Nature) と は 


私 た ち は SBTs を 、 測 定 、 実 行 が 可能 で 期限 の ある 
目標 で あり 、 利 用 可能 な 最善 の 科学 に 基づく も の と 
定義 し て いま す 。 こ れ に より 、 目 標 設定 者 は 、 地 球 の 
限界 と 社会 の 持続 可能 な 目標 に 沿う こと が で きま 
す 。SBTs の 設定 に より 、 目 標 設定 者 (本 ガイ ダン ス に 
お いて は "企業 は 、 地 球 の 限界 と いう 観点 か ら 人 類 
が 安全 に 活動 で きる 空間 と し て 定義 され る 科学 的 境 
界 と 、 平 等 な 人 類 の 発展 に 向け た 世界 的 な 方 針 を 定 
め た 社会 の 持続 可能 な 目標 の 両方 に 沿っ た 行動 を 
と る こと が で きま す 。 


本 レポ ー ト で は 、 ど の よう に 企業 が 自然 SBTs を 設定 
で きる か に つい て の 初期 ガイ ダン ス を 提供 し ます 。 現 
在 設計 され て いる 自然 に フォ ー カ ス し た SBTs で は 、 
企業 は 、 生 物 多様 性 (生物 多様 性 条約 : UNCBD)、 
気候 変動 (気候 変動 枠組 条約 : UNFCC)、 土 地 劣 化 
(砂漠 化 対 処 条約 : UNCCD) に 関す る 国連 条約 や 、 


間接 要因 


人 口 と 社会 文化 


経済 と 技術 


制度 と ガバ ナン ス 


紛争 と 伝染 病 


持続 可能 な 開発 の た め の 2030 ア ジェ ンダ (SDGS) 
に お ける 目標 の 一 部 に 沿っ た 行動 を と る こと が で き 
ます 。 自 然 SBTs の 対象 範囲 の 詳細 は 、 初 期 ガ イダ ン 
ス の セク ショ ン 1.4 を ご 覧 くだ さい 。 


こう し た 自然 の た め の 社 会 的 な 目標 の 重要 な 構成 要 
素 は 流動 的 で す 。 生 物 多様 性 条約 で は ポス ト 2020 
世界 生物 多様 性 枠組 や 、 種 ・ 生 熊 系 ・ 自 然 が も た ら 
す も の "(自然 が 提供 する 生命 維持 サー ビス ) に 対す 
る ハイ レベ ル な 目標 に つい て 現在 交渉 を 行なっ て い 
る 最 中 で す 。 こ れ ら の 目標 に つい て の 野心 が 依然 と し 
て 議論 され て いる 一 方 、SBTN と 協 働 す る 多く の 組 
織 の リー ダー ら の グル ー プ は 、" ネ イチ ャ ー・ ポ ジテ ィ 
ブ " と いう 以下 の よう な 自然 の た め の 世 界 的 な 目標 
に つい て 提案 を 進め て いま す 。 グ ルー プ に よる 定義 で 
は 、 ネ イチ ャ ー・ ポ ジテ ィ ブ な 世界 は 、2020 年 以降 
の 自然 の ノー・ ネ ッ ト ・ ロ ス 、2030 年 まで に 自然 の ネ 


自然 劣化 の 例 


種 
誠 絶滅 リス ク 
多 バイ オマ ス 量 と 種 の 豊富 さ _ 


先住 民 や 地域 コミ ュ ニ ティ に と っ 
て の 自然 


図 ES2: 直 大 的 また は 周 的 な 変化 要因 に よる 護 界 的 な 自然 劣化 の 例 (JPBES 落 球 規 春 評 砺 裁 告 書 2079 参 照 )。 「 周 其 要 大 が 「 吉 欺 
要 央 , へ つなが ク 、 歴 城 ・ 淡 水城 海域 に お ける 和正 禁 の 劣化 や や 要 失 (状態 の 変数 を 定 )/ が 動 長 さ れ ま すず 。 其 グ ラフ の パー セン テー ジ は な は 、 各 
賠 域 で の それ ぞ れ の 直 工 要因 に つい て お お よそ の 上 晶 的 重要 位 を 表し て お り 、 よ り 詳 し く な /PBES 地 球 赴 評 個 裁 告 書 を ご 覧 くだ さい 。 
右側 で は 、 生 態 系 ・ 種 ・ 白 然 が も た ら す も の に 有閑 連 し た 后 然 劣化 の 例 を いく ぐつ か 挙げ て いま ず 。 
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領域 


③⑬ 陸 域 - 0 淡水 域 。 


陸 域 淡水 域 / 海 洋 利用 の 変化 
資源 搾取 


気候 変動 


侵略 的 外来 種 ・ そ の 他 


自然 が も た ら す も の 


図 ES3: 自然 SB7s の ハル イレ ベル な 有情 料 分 需 ( 左 ) - SBTs は 、 自 然 の 劣化 を 助長 する 赴 大 要 大 、 言 大 要 大 、 お よび 白 然 自体 の 状態 に 狙い を 定め て いま 


Oe 


すず 。 右 図 は 、SBTN の 行動 析 紹 み (AR3T) で 、 地 球 の 碑 界 や 牛 然 の た め の 社 会 的 な 表 太 に 沿っ て 企業 が と る 行動 の 斑 類 を まとめ て いま すず 。 


ッ ト ・ ポ ジテ ィ ブ な 状態 、2050 年 まで に 自然 の 完全 
な 回 復 を 必要 と し て いま す 。 


ネイ チャ ー・ ポ ジテ ィ ブ な 未来 の 実現 、 そ し て それ に 
対し て どの よう に 企業 が 整合 する か を 定義 する こと 
に つい て は 、 自 然 の 喪失 に つい て の 科学 を 理解 する 
こと か ら 始 め な く て は な り ま せん 。 自 然 科学 に 関す る 
重要 な 政府 間 パ ネル で ある 生物 多様 性 及び 生態 系 
サー ビス に 関す る 政府 間 科 学 政策 プラ ッ ト フ ォ ー ム 
(IPBES) は 、 世 界 的 な 自然 劣化 (生態 系 ・ 種 ・ 自 然 が 
も た ら す も の の 観点 か ら 測定 され る ) が 、 陸 域 ノ 淡水 
域 ノ 海洋 利用 変化 、 生 物 の 直接 採取 、 気 候 変動 、 汚 
染 、 侵 略 的 外来 種 と いう 5 つの 重要 な 直接 要因 の 結 
果 で あっ た と 明らか に し まし た ( 図 ES2) 。 こ れ ら の 直 
接 要因 は 、 潜 在 的 な 間接 要因 か ら 生じ 、 人 の 価値 観 
や 行動 に よっ て 助長 され ます 。 こ れ ら の 直接 要因 や 
間接 要因 は 、 企 業 の 環境 影響 の 測定 の た め の SBTN 
枠組 みや 、 ポ ジテ ィ ブ な 企業 の 行動 に 対す る 私 た ち 
の 枠組 み の 中 心 的 要素 で す 。 


も し 私 た ち が ネ イチ ャ ー・ ポ ジテ ィ ブ な 世界 で 生き た 
いと 望む な ら ば 、 す べ て の ステ ー ク ホル ダー に よる 緊 
急 か つ 野 心 的 な 行動 を 必要 と し ます 。 本 ガイ ダン ス 
で は 、 行 動 枠組 み (AR3T) の 概要 と し て 、 企 業 が 今日 
か ら で も 始め る こと が で きる よう な 、 以 下 の 重 要 な 行 
動 の 種類 を 掲げ て いま す 。 


a) 自然 表 失 へ の 直接 要因 を 回 避 ・ 軽 減 す る 。 そ うし 
な けれ ば 、 目 然 衰 失 は 増大 し 続け る 。 


b) 自然 の 状態 が 回 復 で きる よう に 、 復 元 ・ 再 生 す る 。 
( 例 : 生 態 系 や 種 の 絶滅 リス ク に つい て の 程度 や 保全 ) 


c) 自然 吾 失 の 間接 要因 に 対処 する た め 、 複 数 の レベ 
ル で 、 潜 在 す る シス テム を 変革 する 。 


これ ら 行 動 の 種類 と 、 自 然 喪 失 の 背後 に ある ダイ ナ 
ミク ス の 理解 は 、 企 業 に 求め られ る 行動 と 、 設 定 ・ 達 
成 さ れ な く て は な ら な い 目 標 の 野心 の レベ ル と いう 
観点 の 両方 で 、 自 然 SBTs の 骨格 を 形成 し ます ( 図 
ES3)。 こ の 骨格 の 中 で 各 企 業 は 、 セ クタ ー や 事業 の 
特性 に よっ て 、 異 な る 目標 を 設定 し ます 。 


本 ガイ ダン ス で は 企業 が 自ら 取り 組む こと が で きる 
行動 を 強調 し て いま す が 、 こ れ ら は し ば し ば 企業 に と 
っ て 今日 か ら で も 始め る こと が 容易 で ある が た めで 
ある と いう こと に 留意 し て くだ さい 。 し か し 、 ビ ジネス 
と 社会 に 迫る 問題 は 、 シ ステ ム 全 体 に わた り 、 絡 み 合 
っ て いて 、 幅 広い 関係 者 に 関連 し て いる と 、 科 学 は 明 
ら か に し て いま す 。 し た が っ て 私 た ち が 直 面 する 問題 
は 、 企 業 が 個別 の 行動 を 超え て 、 バ リュ ー チ ェ ー ン を 
通じ た 行動 の 推進 や 、 例 えば ラン ドス ケー プ ・ 管 轄 レ 
ベル の イニ シア チ ブ を 通じ た シス テム レベ ル で の 協 
働 ・ 変 革 の 探索 に 取り 組む こと を 求め て いま す 。 
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どの よう に 自然 SBTs を 


本 レポ ー ト の セク ショ ン 2 で は 、 企 業 が 環境 問題 に つ 
いて 現在 の 理解 を 補っ た り 、 こ れ ら の 問題 に 初め て 
取り 組む 際 に 参考 と な る 、 以 下 の 5 つ の ステ ッ プ か ら 
な る プロ セス を 示し ます 。 可 能 な 限り 、 既 存 の 取り 組 
み を 活用 し 、 企 業 が すでに 実施 し た 事例 を 提示 する 
こと で 、 企 業 は 自然 SBTs の 設定 に 向け た し っ か り と 
し た 出発 点 に 立つ こと が で きま す 。 


分 析 ・ 評 価 : は じ め に 既存 の デー タ の 収集 補完 を 
し 、 バ リュ ー チ ェ ー ン に 広がる 影響 や 自然 へ の 依存 
度 を 推定 し 、 目 標 設定 の た め の 滞 在 的 な 「 課 題 領域 」 
と バリ ュー チェ ー ン の 所 在 を リス ト 化 する 。 


理解 ・ 優 先 順位 づけ : ステ ッ プ 1 の 結果 を 理解 し て 、 
行動 を 起こ すべ き 重 要 な 課題 や 所 在 に つい て 優先 
順位 づけ を 行う 。 直 接 操業 か ら バ リュ ー チ ェ ー ン を 
取り 巻く ラン ドス ケー プ ま で 、 さ ま ざ ま な 「 影 響 を 及ぼ 
す 範 囲 」 に わた る 行動 を 検討 する 。 


計測 ・ 設 定 ・ 開 示 : 次 に 、 優 先 順 位 の 高い 目標 や 所 在 
の ペー スラ イン デー タ を 収集 する 。 こ れ ま で の ステ ッ 
プ の デー タ を 利用 し 、 地 球 の 限界 と 社会 の 持続 可能 
な 目標 に 沿っ た 目標 を 設定 し 、 そ れ を 開示 する 。 


行動 : 一 度目 標 を 設定 し た 後 、SBTN 行 動 枠組 み 
(AR3T: 回 避 、 軽 減 、 復 元 、 再 生 、 変 革 ) を 活用 し て 、 計 
画 を 立て 、 持 続 可能 で な い 自 然 の 利用 や 喪失 の 重要 
な 影響 に 対し て 貢献 し 始め る 。 


追跡 : 最後 に 、 目 標 へ の 進捗 状況 た そ モ ニタ リン グ し 、 
必要 に 応じ て アプ ロー チ を 調整 する 。 


図 ES54 は これ ら 5 つ の ステ ッ プ を 、 各 ステ ッ プ の 結果 
に つい て も 含め て 示し て いま す 。 図 に 示す よう に 、 こ の 
プロ セス は 直線 的 で 段階 的 な プロ セス 、 継 続 し て 発 
展 す る 反復 的 で 循環 的 な プロ セス の 両方 と し て 理解 
する 必要 が あり ます 。 


設定 する か 


SBTN の 活動 は グロ ー バ ル ・ コ モン ズ ・ ア ライ アン ス 
と の パー トナ ー シ ッ プ に より 、 図 ES3 で 示し た 目標 の 
種類 ご と に 重要 な 手法 を 発展 させ る 最初 の 3 年 計画 
( 表 ES 1 の タイ ムラ イン を 参照 ) に お いて 、 ま だ 1 年 
目 に な り ま す 。 滞 在 す る 科学 、 既 存する 企業 の 会 計 ・ 
報告 、 そ の 他 要 因 の 違い の た め に 、 そ れ ぞ れ の 手法 
は 異な る 発展 段階 に あり ます 。 基盤 と な る 科学 、 既 
存 の 企業 会 計 と 報告 、 お よび その 他 の 要因 に さま ざ 
まな も の が ある こと を 考え る と 、 い くつ か の 開発 段階 
に お いて いく つか の 手法 が ある と 言え ます 。 


企業 は SBT イ ニシ ア チ ブ を 通し て 、 気 候 変動 の た め 
の SBT を すでに 設定 する こと が で きま す 。 土 地 利 用 
変化 や 水 資源 搾取 、 生 熊 系 保全 と いっ た その 他 の 課 
題 に つい て は 、 手 法 が 2022 年 に 準備 され る 見 込み 
で す が 、SBTs と な る 可能 性 が 高い 野心 的 な 目標 に 、 
今日 か ら で も 取り 組み 始め る こと が で きま す 。 


・ 気 促 変動 に つい て は 、SBT イ ニシ ア チ ブ を 通し て 
設定 で きま す 。 


・ 森 枯 減少 ・ 球 格 に つい て は 、 ア カウ ンタ ビリ ティ 
ー・ フ レー ム ワ ー ク ・ イ ニシ ア チ ブ お よび IFC パ フォ 
ー マ ン ス ・ ス タン ダー ド 6 を 利用 で きま す 。 

・ 資源 共 威 の うち 、 水 の 取水 ・ 消 費 に つい て は 、 流 域 
を 考慮 し た 水 関連 目標 を 利用 で きま す 。 

・ 生 衣 系 保全 の うち 、 陸 域 の 取り 組み に つい て は 、 


欧州 委員 会 の ガイ ダン ス に 沿っ た 環境 再生 型 農 
業 の 事例 を 利用 で きま す 。 
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今後 の プロ セス 


本 ガイ ダン ス で SBTN が 


提供 し て いる も の 


企業 が 今 取り 組み 可能 な 
も の 


BU 0 企業 が 2022 年 に 取り 
の 


組み 可能 な も の 


・ マ テリ アリ ティ と バリ 
ュー チェ ー ン の マッ ピ 
ング を 完了 する た め 
の 予備 的 な ディ シ ジ 
ョ ン ツ リー と ツー ル 


・ 優 先 順位 づけ する た 
め の 予 備 的 な ガイ ダ 
ンス と 基準 


理解 ・ 優 先 順 位 づけ 


・ 影 響 領域 と 指標 枠組 
み の 初 期 提 案 


・ 自然 SBT 行 重要 
組 


・ 取 り 組 み 可 能 な 行動 
の 種類 に つい て の ガ 
イダ ンス 


・ タリ ング の 種類 

と 可能 な 報告 オプ シ 
ョ ヨン に つい て の 初期 
ガイ ダン ス 


表 ES7 : 現在 の ガイ ダン ス 内 容 の 旗 要 


・ バ パリ ュー チェ ー ン の ホッ ト 


・ 確 立 さ れ た 指標 に つい 


スポ ッ ト 分 析 ・ 評 価 を 行う 


・ 直接 操業 (施設 や 投入 


物 ) に お いて 影響 の 大 き 
い 機 能 の 空間 デー タ を 収 
集 す る 


電信 と な る バリュ 
優先 順位 を 付け 始め る 


・ 行 動 の 鍵 と な る 場所 に 


お いて 、 ス テー ク ホ ル ダ 
ー の マッ ピン グ や 協 働 を 
開始 する 


て 、 ベ ー ス ライ ン を 測定 
する 


・ 新 た な 指標 と 測定 技術 に 


つい て 試行 する 


2 2 3238 


・ 自 然 に つい て の ハイ レベ 


ル な 企業 目標 に コミ ッ 
する 


・ 自然 に つい て の 行動 計画 


を 立て 始め る 


・" 後 悔 の な い " 行 動 を と る 


・ 御 社 の 報告 媒体 で マテ リ 


プイ 70 り 避 一 究 証 一 
ン 評価 結果 を 開示 する 


・ 御 社 の 報告 媒体 目標 に 


する ベー スラ イン デー 
タ を 開示 する 


・ モ ニタ リン グ 手 法 の 試行 


を 開始 する 


・ デ ィ シ ジョ ン ツ リー の 最 


終 ガ イダ ンス 


・ デ ィ シ ジョ ン ツ リー に 治 


っ た ツー ルレ ポジ トリ 


・ EE 


ニル 


リン 4 


i シタ 


ー フ ェ ー ス 


・ 優先 順位 づけ と バウ ン 


ダリ (境界 ) 設 定 の た め 

の ガイ ダン ス 

アー ス ・ コ ミッ ショ ン の 

支援 の も と 、 安 全 と 公正 
さ の 視点 を 組み 込ん だ 

目標 設定 ガイ ダン ス 


・ 指標 枠組 み の 最終 版 
・ 課題 領域 に お ける 測定 
ガイ ダン ス と 基準 


・ MM (AR3T) の 
・ 3 


ー ド オフ を 減ら 
2 の 
ダン ス 


・ モ ニタ リン グ と 検証 の 枠 
組み の 最終 版 

・ 目標 と 進捗 を 報告 する 
た め の イ ンタ ー フ ェ ー ス 


・ デ ジタル ツー ル を 利 


用 し じ で 、 パ リョ ュー チェ 
ー ン と マテ リア リティ 
の 分 析 ・ 評 価 を 完全 
に 実施 する 


・ 行動 の た め の 場 所 と 


RE = 
ー ト ナー 2 
位 を 更新 す 


2 回 I 


ステ ー ク ホル ダー の 
要望 に 治っ た 課題 
領域 と 野心 レベ ル を 
設定 する 


・ ベー スラ イン 測定 を 


完了 し 、 全 て の 自然 
関連 課題 の SBT を 
設定 する 


科学 KS 
動 計 画 を 作成 し 、 
行 す る 


Na = 


渡る 進捗 を モニ タリ 
ング する 


・ 目標 や 、 協 働 者 や 同 


業 他社 の 進捗 を 追 
跡 で きる よう な 共 

有 イ ンタ ー ラ ェ ー ス 
に 進捗 を ア め 丸 可 一 


と の ガイ ダン ス は 、 ネ イチ ャ ー・ ポ ジテ ィ ブ な 未来 に 
向け て 企業 を 後押し する こと を 意図 し て いま す 。 こ の 
ガイ ダン ス を 用 いて 、 企 業 は 今日 か ら 目 標 を 設定 し 、 
行動 に 移す こと が で きま す 。 手 法 の 開発 が 進め られ 
る 中 で 、 本 ガイ ダン ス 以 外 に も 企業 が SBTN と 協 働 
する 機会 は あり ます 。 表 ES 1 で は 、 本 ガイ ダン ス で 提 


供し た こと や 企業 が 今日 か ら で も 取り 組め る こと 、 ま 
た 2022 年 まで に 企業 の 行動 の た め に 利用 ・ 実 施 で 
きる よう に すべ きこ と を まとめ て いま す 。 他 の 目標 に 
つい て も 鋭意 開発 中 で あり 、 ま も な く 利 用 可能 と な 
る 見 込み で ある た め 、 企 業 は SBTN と 連携 し 最新 情 
報 を 把握 し て お く こ と を 推奨 し ます 。 
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1 
分 析 ・ 評 価 


マテ リア リティ 分 析 ・ 
実施 


③⑨ 0 リョー チ チョー ツ の 
マウ ピ シグ 


最も 重大 な 自然 へ の 影響 と 自 
人 然 へ の 依存 が 、 御 社 の バリ ュ 
ー チ ェ ー ン の どこ に ある の か 
を 特定 し 、 評 価 す る 


成果 物 : 企業 の "環境 フッ ト プ リ ン 
ト " の 初期 評価 と 、 目 標 設定 の 対象 


評価 を 


2 


理解 ・ 
優先 順位 づけ 


影響 の 範囲 を 特定 


ステ ッ プ 1 の 結果 を 理解 し 、 今 
日 か ら 行 動 を 開始 で きる よう 
な 、 特 定 し た 影響 の 範囲 に お 
ける いく つか の 場所 の 優先 順 
位 づ け を 行う 


成果 物 : 目標 設定 の 対象 と な る 候 
補 地 、 お よび 各 目 標 に 対し て どの 程 
度 の 努力 が 必要 と な る か 、 当 初 の 
見 込み 


0) 場所 の 優先 順位 づけ 


3 


計測 ・ 設 定 ・ 開 示 


に 


© 


SBTN の 測定 枠組 み ド ラフ ト 
や 、 各 SBT の 入手 可能 な ガイ 
ダン ス 、 初 期 目 標 を 参考 に 、 さ 
ま ざ ま な 場所 で どの 程度 の 行 
動 が 必要 か 、 特 定 を 開始 する 


成果 物 : ベー スラ イン と 目標 の 詳 
細 ・ 目 標 達成 の た め の タ イム ライ ン 
と 期限 を 定め た 行動 プロ グラ ム 


ベー スラ イン を 測定 


で モニ タリ ング 計画 を 策定 


© 目標 を 設定 


回 避 
中 


ベー スラ イン と 目標 を 開示 CC 復元 ・ 再 生 


変革 


© 


SBTN の 行動 枠組 み (AR3T) 
と 導入 事例 を 参考 に 、 自 社 の 
目標 に 向け た 取り 組み の 基本 
計画 を 策定 する 


成果 物 : 優先 度 の 高い 場所 に お け 
る 取組 の 基本 計画 


モニ タリ ング 


< 
DD 
の 


進捗 を モニ タリ ング し 、 必 要 


に 応じ て 戦略 に 適用 し 、 進 捗 
を 公開 する 


の 可能 性 が ある 課題 領域 と 場所 の 
候補 一 覧 


図 ES4; 自然 S587s の 5 つの ステ ッ プ 


成果 物 : 内 部 知識 と 実行 し た 活動 
の 公表 ・ ど の よう な 行動 が 成果 に 
繋が っ た か ・ 成 功 の 要素 


自然 SBTS の プロ セス の 5 ステ ッ プ | 
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企業 が 今 か ら で き る こと 


企業 は 悪化 する 自然 吾 失 を 抑制 する た め に 、 今 まさ に な り ま す 。 以 下 に 、 目 標 達成 の た め に 企業 が 今日 か 
に 行動 を 起こ す 必 要 が あり ます 。 今 日 か ら SBT 設 定 ら 取 り 組 むこ と が で きる "後悔 の な い " 一 連 の 行動 に 
の プロ セス を 始め る こと で 、 企 業 は 2022 年 の 手法 の つい て 紹介 し ます 。 

最終 版 に 向け て の 準備 、 重 要 な デー タ の 収集 、 コ ス 

ト 低減 を 実現 する ビジ ネス へ の 変更 、SBTN が 作成 

する 目標 設定 プロ セス 支援 ツー ル の 形成 、 顧 客 ・ 従 

業 員 ・ 規 制 当局 ・ 投 資 家 と の 信頼 関係 の 構築 が 可能 


SBTN と 協 働 し 、 手 法 を 開発 ・ 確 立 する 。 
1. SBTN ウ ェ ブ サイ ト で 登録 する 。 
2. ウェ ブサ イト で 公開 する 活用 事例 を 通じ て 、 ガ イダ ンス の 施行 に お ける 経験 を 共有 する 。 


デー タ の 収集 を 開始 する 。 

3. 推奨 され る ツー ル を 利用 し て バリ ュー チェ ー ン の 影響 や 依存 度 に 関す る デー タ 、 特 に ホッ トス ポッ ト 分 析 ・ 
評価 で 重要 な 空間 情報 を 収集 する 。 (初期 ガ イダ ンス の セク ショ ン 3.2 を 参照 ) 

4. デー タ 収 集 の た め に 、 バ リュ ー チ ェ ー ン や 直接 操業 し て いる 陸 域 ・ 海 洋 の 範囲 内 で 、 ス テー ク ホ ル ダ ー と 協 
働 する 。 


可能 で あれ ば 、 計 測 ・ 目 標 設定 を 行う 。 

5. 提示 され た 指標 を 用 いて 、 自 然 へ の 影響 や 依存 度 を 計測 し 、 そ れ ら の 開示 を 行う 。 (初期 ガイ ダン ス の セク 
ショ ン 3.2、3.4 を 参照 ) 

6. 既存 の 手法 の 場合 に は 、SBTs や 野心 的 な 目標 を 設定 する 。 (気候 変 動 、 土 地 利用 変化 、 水 資源 利用 、 生 熊 
系 保全 な ど 。 初 期 ガ イダ ンス の セク ショ ン 2.4.1 を 参照 ) 

7. SBTN の 目標 実現 に 向け た 原則 を 、 可 能 な 限り 事業 の 中 に 組み 込む 。( 初 期 ガ イダ ンス の セク ショ ン 2.5 を 
参照 ) 


事業 を 変革 し 始め る 。 
8. 企業 と し て 、 自 然 に 関す る 野心 的 で ハイ レベ ル な 目標 に 取り 組む 。 
9. 自然 に や さ し い 政策 を 、Business for Nature を 通し て 支援 する 。 
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SBNN Ne 


SBTN は グロ ー バ ル ・ コ モン ズ ・ ア ライ アン ス (GCA) を 構成 する 4 つの 要素 の 一 つ で す 。GCA は 、 ビ ジネス 、 ア 
ド ボ カ シー お よび キャ ン ペ ー ン 、 科 学 、 慈 善 活動 に つい て 、 世 界 で 最も 影響 力 が ある 先進 的 な 組織 の 代表 で 

す 。 人 類 に と っ て 安全 で 適正 な 道筋 の 特定 と 、 あ ら ゆ る グロ ー バ ル ・ コ モン ズ に つい て の 科学 に 基づく 目標 の 
作成 、 ア ド ボ カ シー と それ を 測定 する た め の 情 報 シ ステ ム の 構築 と いう 初め て の 取り 組み を 実施 し て いま す 。 
私 た ちの ミッ ショ ン は 市 民 ・ 都 市 ・ 企 業 ・ 国 が グロ ー バ ル ・ コ モン ズ に 関し て スチ ュ ワ ー ド シッ プ を 主導 する よう 
推し 進め る こと で す 。 国 際 的 な 環境 の 非 営 利 団体 、 国 際 機 関 、 ミ ミッ ショ ンド リブ ン な 団体 の ネッ トワ ー ク と し て 
SBTN は 共同 で 、 科 学 的 な 知見 を 企業 や 都市 が あら ゆる グロ ー バ ル ・ コ モン ズ に つい て 取り 組む べき 目標 へ と 
変え て いく と いう 活動 を し て いま す 。 ア ライ アン ス に お ける 他 の 要素 は 以下 の 通り で す 。 


アー ス ・ コ ミッ ショ ン : 人 類 に と っ て 安全 で 適正 な 道筋 の 特定 に 取り 組む 、 優 れ た 地球 シス テム 学者 お よび 社 
会 科学 者 か ら な る 団体 。 
アー ス HQ: 主要 メデ ィ ア の パー トナ ー シ ッ ズ 新 製 品 、 ア ド ボ カ シー キャ ン ペ ー ン を 創造 する プラ ッ ト フ ォ ー ム 


シス テム ・ チ ェ ン ジ ・ ラ ボ : シ ステ ム の 変更 に 関す る 必須 情報 を アラ イア ンス に 提供 する 研究 機関 。 
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